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【発表の概要と成果】 

人間が励まされたと感じる経験は、主観的幸福感と関連する。対話ロボットからの励ましを受ける経

験が積み重なることで、ユーザの主観的幸福感の向上が期待される。本研究では、まず実験を通じて

励まし効果が有意に異なる２種類の励まし発話を特定した。次に、悩みを抱えるユーザに対して、対

話ロボットが長期間にわたるインタラクションを通じて行う励まし発話が、ユーザの主観的幸福感に

与える影響を調査した。その結果、対話ロボットによる励まし効果の高い励まし発話が、ユーザの主

観的幸福感に肯定的な影響を与える可能性が示唆された。 
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